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イトカワ上のクレーター形状

Morphology of craters on the asteroid Itokawa
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小惑星探査機はやぶさによる小惑星イトカワの接近観測では，イトカワ表面にこれまでの小惑星では知られていない，
多様な地形が存在することが明らかになった．本稿ではイトカワの地形のうち，特に衝突クレーターについて形状など
を記載した上で，その成因について議論する．また，そこから推察されるイトカワの起源と進化についても触れる．
イトカワ表面には 10を超える facetが存在することが確認された．これらの facetのうちいくつかは円形のリムを持つ

凹地形であり，衝突起源である可能性が高い．また，リム地域の物質が明るく見えるのも特徴である．イトカワの tail側
にある直径約 50mの Little Woomeraはその代表例である．これらのクレーター候補地形の深さ/直径比は小さく，他の小
惑星で観測された大クレーターとは異なっている．この浅さが初生的なものか，形成後の何らかの過程によるものかは
現在のところ判断し難い．しかしながら Little Woomeraの内部で粒径の小さい物質に覆われている部分は一部に限られ
ていることから，凹地形の内部を埋めるような物質の移動は限定的なものであった可能性がある．いずれにせよ，これ
らの大凹地形の形状と分布はイトカワ全体の内部構造や，形成初期の形状を考える上で重要な情報となる．
画像からイトカワ表面でクレーターを同定するのは非常に難しい作業ではある．しかしながら，典型的な facetよりは

小さく，また boulderによる表面の凹凸よりは大きい中型（直径 10-40m）のクレーターは比較的認識しやすい．また，こ
のサイズ領域では小惑星 Erosのポンドのように，凹地形の底部が粒径の小さい物質で覆われている場合が多く，凸凹の
顕著な地形の中では認識しやすくなっている．これらの地形の解析は小天体上のクレーター形成の物理や，小天体表層
での物質移送について理解する手がかりとなる．
現状の解析レベルでは，イトカワ上の小クレーターの産状はまだ不明な点が多いものの，暫定的な結果としてクレー

ター密度が低いことが示唆されている．しかしながら，小クレーターが実際に少ないのか，それとも存在はしているもの
の解析にかからないのかは今後の詳細解析が必要である．イトカワ表面は数 mスケールの boulderに覆われており，直
径，深さが同スケールのクレーターがあった場合，画像内で地形的に認識するのが難しいと考えられる．この問題を評
価するためには，系統的な凹地形の記載と分類が必要であろう．


